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問 1 次の (1)～(2)の条件を満たす流れ図 (フローチャート)をそれぞれ Power Pointを使って

描き、印刷してレポートの末尾に添付しなさい。手書きは不可。(各 2点)

(1) テキスト 106ページの「図 5.1: 5の平方根を小数点以下第 2位まで求めるアルゴリズムの流

れ図」(後判定)を繰り返し (前判定)の流れ図に書き換えなさい。

解答例 添付書類を参考のこと。

(2) テキスト 107ページの「図 5.2: 正の整数 x, yの最大公約数を求めるアルゴリズムの流れ図」

(前判定)を繰り返し (後判定)の流れ図に書き換えなさい。

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 2点。

問 2 「新訂 新 C言語入門 ビギナー編」に記載されている次の (1)～(4)のプログラムを入力

し、各ソースプログラムを印刷してレポートの末尾に添付しなさい。もちろん、コンパイルして

プログラムが正しく実行されるか確認すること。(各 0.5点)

(1) 29ページのリスト「2数の和を求める」(ファイル名「report0201.c」)

解答例 添付書類を参考のこと。

(2) 36ページのリスト「キーボード入力された数値を 2倍にして出力する」

(ファイル名「report0202.c」)

解答例 添付書類を参考のこと。

(3) 40ページのリスト「数値定数の確認」(ファイル名「report0203.c」)

解答例 添付書類を参考のこと。

(4) 48ページのリスト「練習問題 2」(ファイル名「report0204.c」)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 テキストの通り正しく入力されていれば各 0.5点。

ゴールデンウィーク中に以下のことをやっておきましょう!

(1) プログラミング方法をマスターする。

* ソースプログラムの作成 → コンパイル → オブジェクトモジュールの実行

(2) 「新訂 新C言語入門 ビギナー編」のChapter 1とChapter 2を

3回以上繰り返し読むこと。

(3) ハノイの塔のアルゴリズムを考察しておくこと。



(1)の解答例：繰り返しが前判定の流れ図は以下のようになる。

5の平方根を小数点以下第2位まで求めるアルゴリズムの流れ図（前判定）

開始

終了

s ← 0
n ← 0

n ← n＋1
m ← 2×m－1
s ← s＋m

s ≦ 50000

n ← n－1
n ← n÷100

no

yes



(2)の解答例：繰り返しが後判定の流れ図は以下のようになる。

正の整数 x,yの最大公約数を求めるアルゴリズムの流れ図（後判定）

開始

終了

x ← 1234
y ← 56

t ← x
x ← y
y ← t mod x

y ≠ 0

no

yes



解答例 (1) 29ページのリスト「2数の和を求める」(ファイル名「report0201.c」)

1: /* サンプルプログラム */

2: #include <stdio.h>

3:

4: int main(void)

5: {

6: int nn; /* 変数 nnを宣言 */

7:

8: nn = 10 + 20; /* 10+20の値を変数 nnに入れる */

9: printf("ans=%dYn", nn); /* 結果を表示する */

10:

11: return 0;

12: }

【参考】コンパイルとロードモジュールの実行について (以下同様)。

$ gcc -o report0201.exe report0201.c Enter

$ ./report0201.exe Enter

ans=30

$

解答例 (2) 36ページのリスト「キーボード入力された数値を 2倍にして出力する」

(ファイル名「report0202.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: int dt;

6:

7: scanf("%d", &dt);

8: dt = dt * 2;

9: printf("%dYn", dt);

10:

11: return 0;

12: }



解答例 (3) 40ページのリスト「数値定数の確認」(ファイル名「report0203.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: int n8, n10, n16;

6: double f, fe;

7:

8: n8 = 0123;

9: n10 = 123;

10: n16 = 0x123;

11: f = 1.234;

12: fe = 5.678e2;

13:

14: printf("8進数 123=%dYn", n8);

15: printf("10進数 123=%dYn", n10);

16: printf("16進数 123=%dYn", n16);

17: printf("小数点 1.234=%fYn", f);

18: printf("指数 5.678e2=%fYn", fe);

19:

20: return 0;

21: }

解答例 (4) 48ページのリスト「練習問題 2」(ファイル名「report0204.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: printf("文字 Aの値=%dYn", ’A’);

6: printf("8進数 100=%dYn", 0100);

7: printf("10進数 100=%dYn", 100);

8: printf("16進数 100=%dYn", 0x100);

9:

10: return 0;

11: }


